
数  学  科  学  習  指  導  案 

日時・場所：平成２１年７月８日（水） ５校時 １年Ｂ組教室 

生   徒：１年Ｂ組（男子１７名，女子１３名 計３０名） 

指 導 者：千 葉 加 代  

 

１  単元名   第３章  方程式 ｛１節 方程式  １ 方程式（大小関係を表す式）｝ 

 

 

２  単元について 

（１） 生徒について 

授業では，小学校で学習したことを思い出しながら中学校での学習内容を考えようとする様子が見

られる。また，「数学ではなぜ？と思うことが大切だ」と考えている生徒が多く，いくつかある解法

を比べて間違いを探したり，疑問に思ったことは積極的に質問して解決しようとする雰囲気が見られ

る。 

正負の数については，計算の手順を説明したり，利用の場面で根拠をもとに発言したりすることの

できる生徒は学級全体の３割程度であった。全体的に乗法・除法の計算は出来るが，加法・減法の計

算，特にも代数和の見方の習得が不十分であると感じている。どのように考えたら良いのか，そのつ

ど既習事項を確認しながら学習を進めていくことが大切である。 

ノート学習については，メモ欄を設けたノートを使用するのは初めてである。４月当初は板書を写

すだけでメモ欄は未記入の生徒が多かったため，第１章が終わったところで自分たちのノートを見直

す学習を行った。先輩のノートを見て，どんな工夫がされているか，メモ欄にどんなことがまとめら

れているかを学び，４月に比べ理解を深めるためのメモを残そうと意識して取り組む生徒が多く見ら

れるようになった。 

 

 

（２） 教材について 

小学校では，□や○を用いて数量の間の関係を式に表したり，それにあてはまる値を調べたりして

いる。このような学習の過程で，簡単な式について□にあてはまる値を求めることを経験しているが，

逆算によって求めている場面が多く，等式という意識は弱い。 

中学校では，第２章で文字を用いて式に表すことで，数量の関係や法則を簡潔，明瞭，一般的に表

現することができることを学習した。第３章は，方程式を解くことをとおして「等式の性質」への理

解を深めこと，文章題をとおしてその有用性を知ることをねらいとしている。また，２年の「連立方

程式」，３年の「２次方程式」ともつながるため，本単元の学習内容を十分理解させることが大切で

ある。 

 

 

（３） 指導にあたって 

方程式を考えるためには，これまでに学習した代数和的な見方，文章を読んで数量の関係を文字を

用いて式に表すことが必要不可欠である。しかし，これまでの学習で十分定着しているとはいえない

ため，既習事項を確認しながら進めていきたい。 

また，解く過程における等式の性質の利用など，数学的な用語を使ったり，なぜそうなるのか根拠

を持って説明する場面を多く設け，生徒の表現する力を育てるという意識を持って指導にあたりたい。 

 

 

 

 

 

 

 



３  単元の目標 

方程式について理解し，それを用いることができる。 

 ・方程式およびそのなかの文字や解の意味を調べることができる。 

 ・等式の性質を見いだし，それにもとづいて方程式を変形して解くことができる。 

 ・簡単な方程式を能率よく解くことができる。 

・方程式を利用して，問題を解決することができる。 

 

 

４  単元の指導計画・評価規準 （第３章 方程式 １節 方程式） ７時間扱い 本時３／７ 

（１）単元の評価規準 

時

数 
学習内容 

評 価 規 準 

数学への 

関心・意欲・態度 
数学的な見方や考え方 数学的な表現・処理 

数量，図形などについ

ての知識・理解 

１ とびら 

○てんびんの操作をして，い

ろいろな重さのものをは

かりとったり，皿の上のも

のの重さを求めようとす

る。 

   

 
 

 

３ 

（ 

２
／
３ 

本
時 

） 

方程式 

○数量の間の等しい関係に

関心をもち，それを見いだ

して，式で表そうとする。 

○具体的な事象には，文字を

用いて等式で表すことが

できるものがあることに

気づき，それを等式で表す

ことができる。 

○数量の間の関係を等式

で表すことができる。 

 

大小関係を 

表す式 

○身のまわりの数量の大小

関係に関心をもち，不等式

で表そうとする。 

 

○不等式が表す具体的な場

面をとらえ，数量の間の関

係を読み取ることができ

る。 

 

○数量の間の関係を不等

式で表すことができる。 

○以上，以下，未満で表さ

れた大小関係を不等式

で表すことができる。 

 

○不等式や不等式にお

ける左辺，右辺の意

味を理解している。 

○以上，以下，未満の

意味や，不等号≦，

≧の意味を理解して

いる。 

方程式 

○方程式に関心をもち，その

解をいろいろな方法で求

めようとする。 

○等式の性質に関心をもち，

てんびんなどの具体的操

作と関連づけて調べよう

とする。 

○等式の性質について考え

ることができる。 

○等式の性質を利用した方

程式の解き方の手順につ

いて考えることができる。 

○方程式の文字にある値

を代入して，方程式の解

を求めたり，その値が解

であるかどうかを確か

めたりすることができ

る。 

○方程式，方程式の解

などの意味を理解し

ている。 

○等式の性質を理解し

ている。 

 

 

１ 
方程式の 

解き方 

○方程式の解き方に関心を

もち，等式の性質や移項を

用いて解き方を考えたり，

解を求めたりしようとす

る。 

○移項を利用した方程式の

解き方の手順について考

えることができる。 

 

○等式の性質や移項の考

えを使って，簡単な方程

式を解くことができる。 

○方程式の解法の際に，ど

の等式の性質が用いら

れているのかを説明す

ることができる。 

○移項，１次方程式な

どの意味を理解して

いる。 

○１次方程式を解く手

順を理解している。 

１ 
いろいろな 

方程式 

 ○係数を簡単にするなど，い

ろいろな方程式をａｘ＝

ｂの形に整理して解く手

順を考えることができる。 

○いろいろな方程式を簡

単な形に整理して，正確

かつ能率的に解くこと

ができる。 

 

１ 基本の問題     



（２）単元における「習得」「活用」「探究」の学びの流れと，言語活動の充実をはかる手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  本時の指導 

（１） 目標 

・身のまわりの数量の大小関係に関心をもち，不等式で表そうとする。（数学への関心・意欲・態度） 

・数量の間の大小関係を不等式に表すことができる。          （数学的な表現・処理） 

・以上，以下，未満のことばを使って表された大小関係を，不等式で表すことができる。 

（数学的な表現・処理） 

・不等式が表す数量の間の関係を読み取ることができる。       （数学的な見方・考え方） 

 

（２） 具体の評価規準 

 

（３） 指導の構想 

既習事項の確認や文章を読んでの立式の際に，根拠をもとに説明する場面を意識して設け，お互い

に学びあう雰囲気づくりを大切にしたい。文章からどちらが大きいか読み取ることができても，式を

つくるところで間違えてしまう生徒がいると考えられる。そこで，アンダーラインを引いたり，囲ん

だりしながら，一つひとつ確認することで必要な情報を整理できるように努めたい。また，以上，以

下，未満などのことばの意味が理解できるよう，具体的な数をあげながら進めていきたい。 

観 点 Ａ（十分満足できる） Ｂ（概ね満足できる） Ｂに至らない生徒への手立て 

数学への 

関心・意欲・態度 

身のまわりの数量の大小関係に

関心をもち，不等式で表し，説

明しようとしている。 

身のまわりの数量の大小関係

に関心をもち，不等式で表そ

うとしている。 

一人ひとりへの声がけを大切

にし，既習事項をもとに考え

れば良いことを確認し，意欲

を保たせる。 

数学的な 

見方・考え方 

不等式が表す具体的な場面をと

らえ，数量の間の関係を読み取

ることができる。 

不等式から，数量の間の関係

を読み取ることができる。 

ｘの表している量，４ｘの表

している量を確認し，文章で

表現させる。 

数学的な 

表現・処理 

数量の間の関係を不等式で表す

ことができ，そうなった理由を

根拠を持って説明することがで

きる。 

数量の間の関係を不等式で表

すことができる。 

ことばからどんな記号が使え

るのか読み取り，順番に書い

てみるよう声をかける。   

数量，図形など 

についての 

知識・理解 

不等号≦，≧を使って表された

式を見て，あてはまる具体的な

数をあげることができる。 

以上，以下，未満のことばか

ら，あてはまる具体的な数を

あげることができる。 

ことばの意味を確認しながら

一つひとつ進める。 

また，次時にも再度確認し定

着を図る。 

習得 

○数学的な用語や式・図・表

などの知識・技能等を身に

付けること 

○等式の性質や移項の考え方

など，方程式を解く手順を

身に付けること 

活用 

○文章を読み，不等式をつくるのに必要な情報

を抜き出し，式に表すこと 

○数量の間の関係を表す式や方程式の解き方

について，自ら根拠を明らかにすることや筋

道を立てて説明すること 

○思考力・判断力・表現力等を身に付けること 

 

言語活動の充実 

数学的な用語を用いた発言を意識し，根拠も加えながら説明しよう。 

○自分で表した不等式について、根拠も加えながら説明する。 

○ノートにメモ欄を設け，そこに数学的な表現や根拠を書き込み，考えを深める。 

探究 

○学習したことを，

総合的な学習の時

間や各教科におい

て活かすこと 

 



（４） 展開（※ページ数は、『新編 新しい数学１ ２１プラス』のページ数を表す） 

 
学習内容 学 習 活 動 

指導上の留意点と評価の工夫 

（ ☆ 留意点   ◎ 評価 ） 

 

導

入 

 

10

分 

１．既習事項の確認 

 

２．前時の復習 

 

３．問題提示 

 

 

４．問題理解 

 

５．用語の確認 

 

６．課題の設定 

１．７と－５の大小関係を表す。 

 

２．数量の間の関係を，等号を使って表す。 

 ｘを４倍して５を加えた数は，１７に等しい。 

３．次の文を提示し，前時との違いに気付く。 

 ｘを４倍して５を加えた数は，１７より大きい。 

  ※「に等しい」が「より大きい」に変わった。 

４．「に等しい」が「より大きい」に変わったことをど

う表せばよいのか，既習事項に帰着して考える。 

５．用語を確認をする。 

  等式・等号・不等号・不等式・左辺・右辺 

６．学習課題を確認する。 

数量の間の関係を不等式で表そう。 

☆ことばで表現させてから式で表す。 

不等号＜，＞の用語の確認をする。 

 

 

☆文章に斜線を引き，比べられている数量をはっきりさ

せる。 

 

☆既習事項と対比させながら，大小関係を表すときは不

等号＞を使うことを確認する。 

☆２．３．で立てた式を使って，用語を確認する。 

 

 

展

開 

 

  

35 

分 

７．例題 

 

 

 

 

 

８．定着問題 

 

 

 

９．答え合わせ 

 

10．例題 

 

 

 

11．用語の確認 

 

 

 

12．定着問題 

13．適用問題 

 

 

 

 

14．答え合わせ 

７．考え方を確認する。（Ｐ４例１） 

 長さｂ㎝のひもから，ｙ㎝のひも３本と７㎝のひも 

１本を切り取ったら，ひもが尐し余った。 

このとき，切り取ったひもの長さの合計と全体の長 

さを比べる式をつくりなさい。 

 

８．定着問題に取り組む。  （Ｐ４たしかめ１）  

 

 

 

９．答えを確認する。 

 

10．「以上」という表現について学ぶ。（Ｐ５例２） 

  次の文を提示し，新しい表現に気付く。 

  ｘを３倍して８を加えた結果は１０以上になった。 

  ※「以上になった。」 

11．以上，以下，未満の表現について学ぶ。 

 

 

 

12．定着問題に取り組む。  （Ｐ５問１） 

13．適用問題に取り組む。  （Ｐ５問２） 

 

 

 

 

14．答えを確認する。 

☆図を示しながら，比べられている量が何なのか読み取

り，大小関係を確認する。 

  

 

 

 

☆机間指導を行う。 

◎身のまわりの数量の大小関係に関心をもち，不等式で

表そうとしている。  

◎数量の間の関係を不等式で表すことができる。 

☆結果だけでなく，そのように考えた根拠も付け加えさ

せながら，発表により答えを確認する。 

 

 

 

 

☆ａ＞10，ａ＝10，ａ≧10 という３つの表現について，

ａに含まれる数を確認しながら進める。 

◎以上，以下，未満のことばから，あてはまる具体的な

数をあげることができる。 

☆机間指導を行う。 

◎数量の間の関係を不等式で表すことができる。    

◎不等式から，数量の間の関係を読み取ることができる。 

☆12の問題が終った生徒から13の問題に進むように促 

す。13 の②の問題ができた生徒については，より場

面に近いことばで表してみるように促す。 

☆結果だけでなく，そのように考えた根拠も付け加えさ

せながら，発表により答えを確認する。 

終

末 

５

分 

15．まとめ 

 

 

16．振り返り 

15．不等号を用いて，式に表すことができることや生活

とのつながりを知る。 

 

16．本時を振り返り，自己評価を行う。 

☆不等号を用いて式に表すことができること，身のまわ

りにも以上，以下，未満などのことばが使われている

ことを伝える。 

☆授業の理解，発言，２分前着席，忘れ物がどうだった

か自己評価を行う。 



 


